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全国ネットワーク、共済保険事業、ハマスタシーズンシート…
少しずつの助け合いが大きな力に安心安定のため組合に加入しよう
せっかく使えるのにもったいない。メリットを活かすためも、大勢の皆さんの加入を！
このたびは、「くりえいてぃぶ」をお手元に取っていただきありがとうございます。
多くの方が「今さら組合？」と思われるかもしれませんが、様々なメリットがある中で、大勢の方が入ってこその組合です。私たちと一歩前に進みましょう。
労働組合の基本は一人ひとりの助け合い
　皆さんが組合に持つイメージは、いかがしょうか？
〇　組合費がもったいない。
〇　公務員は、民間と違って人事院・人事委員会があるじゃないか。
○　入ることのメリットが感じられない。
○　入ったら、集会などに動員されるんじゃないか。
　など、なんとなく「面倒くさい」または「古臭い」イメージがあるのかもしれません。
でも、労働組合の基本は、一人ひとりの助け合いです。労働組合の起源が、「イギリスで、病気で倒れた同僚へのカンパから始まった」とも言われるように、私たちもみんなで少しずつ負担しながら、助け合っています。
例えば、組合費と併せていただいている「総合共済基本型」の掛金からは、結婚などの人生の節目でのお祝いのほか、十分な額とは言えないまでも、地震など
で被災した際の一時金で、皆さんの生活を支援しています。
また、公務員の賃金が「民間準拠」とは言っても、政治的な判断や財政状況の悪化でカットを受けるなど、必ずしも思うに任せないところもあります。それでも、私たち労働組合の粘り強い交渉によって、これまでも当局の一方的な削減提案を押し返してきました。
そして現在は、2020年度の「会計年度任用職員制度」のスタートに向け、一人ひとりが意欲を持って働けるよう、非正規職員の処遇改善に取り組んでいます。
全国組織とのネットワークを活かした取組み
私たち自治労かながわ県職労（自治労県職労）は、全国に広がる自治労のネットワークを活かし、都道府県の職員組合からなる「県職連合」や、職域ごとの課題を検討する「税務連絡会」「職業訓練指導員協議会」「全国労政・労委連絡会」「研究職協議会」などを通じて情報交換や課題検討も行っています。
職場で抱えている課題も、全国の自治体の関係職員との情報交換や、全国からの要求として国に提起することで、制度改正・解決を図ることもあります。
「困りごと」がありましたら、一度、自治労県職労にご相談ください。
多様なニーズに応える共済保険事業
自治労では、約80万人の組合員のスケールメリットを活かして、全労済と提携して、「総合共済基本型」のほか、「団体生命共済」、「長期共済」、「マイカー共済」、「住まいる共済（火災・自然災害）」などの共済保険事業に取り組んでいます。
また、自治労県職労と自治労公営企業労働組合で、民間保険会社を幹事会社として「グループ保険」にも取り組んでいます。
これから生命保険の加入を考えている方や保険の更新時期が近い方、ぜひ一度組合事務局にご連絡ください。保険内容をご案内します。
検討中や、更新後の保険と比べていただけると、驚くような内容があるかもしれません。
バーベキューや施設見学などのレク事業
組合員のみなさんが、職場外の交流も含めてリフレッシュしていただけるよう、初夏のバーベキューのほか、秋～冬にかけても施設見学やモノづくり体験など、レクリエーションにも取り組んでいます。
また、横浜スタジアムのシーズンシートを確保し、組合員に格安で斡旋しています。
組合費について…
自治労県職労の組合費は、「(給料月額×12／1000＋300円)（上限4,000円）／月」
で大学新卒者の場合、２,５４０円です。
つまり、「年収の約１％」です。
「ちょっと高いかな？」という方も、保険と併せて検討してみてください
よくある質問（ＦＡＱ）
毎年よく聞かれる組合に対する不安・疑問の声に
お応えします
Ｑ１：組合に入ると、強制的に集会等の行事に参加させられる？
Ａ１：労働組合は、賃金や労働条件改善のために、春闘期や秋の確定交渉期に集会を開いたり、平和問題や原発問題の集会にも参加します。
こうした集会への参加を組合員のみなさんに呼び掛けることはありますが、参加するか否かは個人個人の自由な判断です。強制することはありません。
Ｑ２：組合に入ると、特定の政党の支持を強要されたり、選挙活動に動員されるのでは？
Ａ２：私たち公務員の賃金・労働条件の多くは、国会や県議会で決まります。また、「働き方改革法案」のように、すべての労働者の労働条件を左右する法律も国会で決まります。私たちは政治に無関心ではいられません。
労働者全般や公務員の実態に理解のある議員は、各級議会に必要です。
こうした観点で、自治労は現在参議院に2人の組織内議員がいます。
ですから、組合員のみなさんに情報提供はさせていただきます。
しかし、支持を強要したり、まして選挙活動に動員することはありません。
Ｑ３：組合に入ると、出世に悪影響があるのでは？
Ａ３：全くありません。昇任昇格は、職員一人ひとりの努力や能力によります。
特に神奈川県は、長年にわたり労使で築いてきた民主的な県政であり、組合を応援する管理職はたくさんいます。

第90回かながわ中央メーデー
日時：4月27日（土）10時～
会場：みなとみらい臨港パーク
※　お子様も楽しめる模擬店や大道芸も出ています。
ご家族でお越しください。



















































2019年4月1日の人事異動規模


区　分�
知　事�
企業庁�
教育局�
その他�
合　計�
�
理事級�
0�
0�
0�
0�
0�
�
局長・参事監級�
2�
0�
0�
0�
2�
�
部長・参事級�
8�
0�
2�
0�
10�
�
課長級�
40�
0�
18�
0�
58�
�
その他級�
603�
29�
261�
4�
897�
�
小　計�
653�
29�
281�
4�
967�
�
兼任等�
35�
5�
3�
1�
44�
�
合　計�
688�
34�
284�
5�
1,011�
�
○2019年度の定期人事異動は、知事選挙の後に実施





【参考】2015年4月1日の異動規模（前回の知事改選期）


区　分�
知　事�
企業庁�
教育局�
その他�
合　計�
�
理事級�
0�
0�
0�
0�
0�
�
局長・参事監級�
1�
0�
1�
0�
2�
�
部長・参事級�
5�
0�
4�
0�
9�
�
課長級�
36�
1�
26�
0�
63�
�
その他級�
748�
52�
225�
7�
1,032�
�
小　計�
790�
53�
256�
7�
1,106�
�
兼任等�
22�
4�
4�
1�
31�
�
合　計�
812�
57�
260�
8�
1,137�
�



【過去の異動規模】


年　度�
異動年月日�
異動者数�
�
2015�
2015年4月1日�
1,106�
�
�
2015年6月1日�
2,411�
�
2016�
2016年4月1日�
3,526�
�
2017�
2017年4月1日�
3,594�
�
2018�
2018年4月1日�
3,606�
�



　


　


　








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































